
25000

20000

15000

10000

5000
2007/1 2009/1 2011/1 2013/1 2015/1

23

※本原稿は、一般的な傾向を解説しており、投
資判断を断定したり促すものではありませんの

でご留意ください

株価の乱高下や為替の大きな変動など、

近年はお金に関する相場の動きが大きくなっ
ているように感じます。

「私は投資していないから関係ないわ」とい
う人も、そうとは言い切れません。

実は社会や生活に大きく影響しているのです
。

相場が動く要因を考えてみましょう。

　住宅ローンなどお金を借りるときに、借り手はその

手数料として利息を支払っています。では、お金を預け

るときにもらう利息はどうでしょうか？ 銀行など金融機関

は、預金者から資金を集め、その手数料を利息として預金

者に支払い、その資金でお金を借りたい人に融資をしたり、

金融機関が投資・運用をしています。簡単に言うと、利息と

はこのように「お金を貸し借り」するときの使用料と考えら

れます。お金を借りたいという人が多いと金利は高くなり、

少ないと下がります。しかし、それだけで判断できないの

が難しいところです。

 

　金利にもさまざまな種類がありますが、1年以上・1年未

満で大別でき、それぞれの役割も違っています。長期金利

は、主にTVや新聞でもよく聞く「新発10年国債」の利回りを

指します。短期金利は、一般にあまりなじみがない「無担保

コールレート翌日物」（金融機関同士の短期の貸し借り）な

どを指し、金融政策に密接に関係があります。長期金利も

金融政策の影響を受けますが、将来の物価変動や将来の

短期金利の推移の予想が大きな役割と言えるでしょう。長

期金利は、住宅ローンや融資の金利の目安に使われます。

　景気が良くなると、消費者はモノを買う意欲が高まり、企

業はもっと生産できるよう設備投資します。すると資金需要

も高まるので、金利が上がると考えられます。反対に、不景

気になると人々は消費を抑えますので、企業は生産を控え

資金需要も低下し、金利は下がります。

　これ以外にも為替や海外の要因など複雑な影響がから

みあっています。

 

●金利はお金の賃借料

●1年未満の短期金利と
　1年以上の長期金利

好景気

個人消費増加

企業設備投資増加

不景気

個人消費減少

企業設備投資減少

資金需要増加

金利上昇 金利下降

●景気と金利の関係
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